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近年, 宇宙空間で発生したスペースデブリ（宇宙ゴミ）問題が重要な課題となっている。この解

決策の１つに, 高強度レーザーをスペースデブリに照射しアブレーションによって生じる反作用

を利用し、地球大気に再突入させる方法 1 である。我々の研究グループでは、衛星に使用されて

いる金属材料、アルミ合金（A7075）、銅（C1020）を使用し高強度レーザーを照射し実験を行っ

ている。紫外光、可視光、近赤外光では金属との相互作用が異なるため、レーザー波長は、1064nm、

532nm、355nm からレーザーアブレーションの推力の検証が必要になる。特に、プラズマ振動数

以上の振動数をもつレーザー光に対しては、反射率が低くなることが知られている。このため、

金属材料のアルミニウムは波長 300nm 対して、吸収係数が 20%弱あり、銅に対しては 80％弱ある
2。よって、金属材料は紫外域で吸収係数が高くなるためレーザーアブレーションに適している。

Fig1、Fig2 は A7075 と C1020 の表面(a)、(c)と深さ(b)、(d)の計測をレーザー顕微鏡（キーエンス

製）で取得したデータである。照射条件は、レーザー波長 355nm、周波数 1Hz、パルス幅 8ns、ビ

ーム径は約１ｍｍ、チャンバーの真空度は 10‐3 Pa で行われた。照射エネルギーは、光学アッテネ

ーターにより、異なる照射エネルギー間隔で行われ、A7075 は合計 1,300 ショット、C1020 は合計

1,100 ショットで実験が行われた。この結果から深さ方向に着目すると、ショット数の違いもある

がA7075は570um、C1020は83umと約７倍程度の違いが生じた。本研究では、レーザー波長1064nm、

532nm、355nm から、A7075 と C1020 に対して推力に適した波長、ピークパワー、パルス幅を検

証する。推力の指標には、推力結合係数（Momentum coupling factor : C m）を用いた。 
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  Fig.1. Surface (a) and depth (b) of A7075.           Fig.2. Surface (c) and depth (d) of C1020. 
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